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エグゼクティブサマリー 

IDCが「第 3のプラットフォーム」と呼んでいるモバイル／クラウド／ソーシャルメディア／ビ

ッグデータ技術の積極的な採用は、ITデータセンターとワークロードの様相を変えつつある。企

業は、アプリケーション性能を向上し、可用性を高めて厳格な SLAを満たし、進化し続ける複雑

なワークロードに対応しながら運用効率を最大限に上げられるサーバーをこれまで以上に必要と

している。 

そのようなサーバーソリューションに求められるのは、ライフサイクル全般の管理プロセスを簡

素化し、メンテナンス作業を自動化して ITの効率化とダウンタイムの削減を図り、革新的なサー

バー内蔵ストレージを提供して、ビッグデータや解析といった過酷なアプリケーションの性能を

最適化することである。 

デルは、これらのニーズに応えるため、次世代 PowerEdgeサーバーをリリースした。この次世代

サーバーの設計理念は次の通りである。 

 新しいフラッシュ設計と内蔵データの階層化を通して、アプリケーション性能を加速する 

 新たな次元の自動化と組み込み型インテリジェンスによって、ワークロード処理性能の向

上と ITの効率化を図り、システム管理業務プロセスを簡素化する 

 多用途性を重視し、組織の規模を問わず広範なエンタープライズアプリケーションに対応

できるようにする 

調査概要 

本ホワイトペーパーでは、様変わりしていく ITデータセンターとワークロードを見据えながら、

アプリケーション性能の強化、SLA達成のための可用性向上、進化し続ける複雑なワークロード

への対応、運用効率の最大化を実現できるサーバーが、企業にとっていかに大切か説明していく。

特に強調したいのは、競争が激化する昨今、クラウド、モバイルアプリケーション、リアルタイ

ムでのデータ分析などのソリューションと共に、差別化の手段として ITを活用せざるを得ない企

業の現状である。さらに本調査レポートでは、デルが、PowerEdge FXなどの革新的なシステムア

ーキテクチャを通して、アプリケーション性能、データセンター効率、スケーラビリティをいか

に向上させ、また、管理のさらなる自動化と簡素化をいかに実現しているのかを探っていく。 
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概況 

データセンターにおけるコスト上の課題 

今日の企業は、競争力強化のため、モビリティ、ソーシャル技術、クラウド、ビッグデータとい

った第 3のプラットフォームへの大がかりな移行を進め、これらのテクノロジーを活用しようと

している。しかし、「少ないリソースで多くをこなす」という概念は、データセンター運用の鉄

則としていまだに変わっていない。IDCの調査によると、社内外でサポートするユーザーが増え

続け、次から次へと新サービスの提供が求められる IT組織にとって、限りある予算は依然、最大

の難問となっている。また、IT部門が新しい機能を構築するときは、パブリッククラウドサービ

スなどのサードパーティオプションを採用するよりもコスト的に有利でないと意味がない。 

したがって、IT部門の幹部には、その目的（モバイルアプリケーションの導入、ソーシャルメデ

ィアを通した顧客とのつながり、新しいデータストリームの収集と分析、豊富な情報を基に迅速

で的確な業務判断を下せるデータ解析システムの実装、ほか）を問わず、予算上の課題を緩和し、

第 3 のプラットフォームの推進を後押しできる、よりインテリジェントなシステムが必要である。 

ビジネスに必要なのは、ITサービスのより迅速な提供 

ビジネスのペースが上がれば、ITもそれに合わせてスピードアップすることを会社は期待する。

また、顧客は、より迅速なサービスの提供と製品の納品を求め、社内の各事業部は、アプリケー

ションやデータにほとんど瞬時にアクセスできることを求める。納期の短縮という顧客の要望が

最終的に行き着く先は、IT組織である。 

IDCが IT組織を対象に行った調査によると、新しい ITサービスを提供するまでの期間は、平均

して約 6週間ということであった。同調査の回答者は、今後、ユーザー数の増加やアプリケーシ

ョンの複雑化が見込まれるため、システムを強化しない限り、提供までに要する期間は延びてし

まうであろうと予測している。そのため組織は、改善された管理プラットフォームと仮想化を駆

使してサービス提供までの時間短縮に努めているが、もし、よりスマートなサーバー、たとえば、

自動化が統合され、管理機能が強化されたサーバーを採用できれば、簡単迅速にデプロイメント

およびプロビジョニングできるようになる。 

IT運用を圧迫するメンテナンス業務 

IT部門には、新プロジェクトの推進が期待されているにもかかわらず、そこに割けるような時間

およびリソースの余裕がない。前述の IDC調査では、IT部門に依然として「80対 20の法則（パ

レートの法則）」が根付いていることが分かった。Figure 1が示す通り、IT管理者は約 80％もの

業務時間を単なる既存インフラストラクチャの維持だけに費やしており、新規イニシアティブに

割ける業務時間は 20％しか残らない。 
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FIGURE 1 

ITシステム管理者および運用スタッフ業務の時間配分 

Q：1週間という単位で考えた場合、IT管理／運用スタッフが（サーバー、ネットワーク、ストレー
ジインフラ全般に渡って）次の作業に費やす業務時間全体の比率（％）を教えてください。 

 

Source: IDC調査レポート『Integrated Systems End-User Survey（2013月 7月）』 

 

ITにとって重要なのは、メンテナンス定型業務に割く時間を削減し、複数の拠点やリモート拠点

を担当する ITスタッフの生産性を向上できるシステムを導入することである。日常的な定型業務

を軽減し、反復作業を自動化し、モバイルによる管理が可能になれば、スタッフの生産性が飛躍

的に上がり、全体的な運用効率も上がる。 

進化し続けるワークロードには、斬新な設計ポイントが必須 

企業が新しいデータストリームを分析対象に取り入れ、モバイル機能を導入し、社内環境でクラ

ウドテクノロジーを活用すべく、第 3のプラットフォームに移行するに従い、ITアプリケーショ

ンとサービスも進化しなければならない。こうしたワークロードの進化や要件の変更は、サーバ

ーシステムに新たな要求を突き付ける。「汎用目的」サーバーという用語は、もはや現状を的確

に言い表してはいない。それは、ユーザーのあらゆるワークロードに対応できる、たった一つの

標準サーバー構成などは存在しないからである。 

ほとんどの企業は、演算、メモリー、ストレージ、I/Oニーズがそれぞれ異なる複数のアプリケ

ーションを運用し、システム要件が多岐に渡る幅広いワークロードをサポートしている。そのた

め企業には、個々のアプリケーションに応じて性能を最適化できる柔軟なサーバーポートフォリ

オが必要である。また、アプリケーションのみならず、導入環境もそれぞれ異なるため、フォー

ムファクターを含めた多様なサーバープラットフォーム製品ポートフォリオが求められる。たと

えば、リモートオフィスや小規模企業には、使いやすいオールインワンシステムが必要であるし、

大手エンタープライズには将来の成長を見越したモジュラー型システムや、データ集中型ワーク

ロード用にストレージが拡張できるラック設計が必要である。 
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次世代の Dell PowerEdgeサーバー 

IDCのデータによると、IT組織はこの十年で自社インフラストラクチャを業界標準の x86サーバ

ーへと移行してきた。その理由の一つは、x86テクノロジーが経済的に有利な上、継続的な技術革

新によって、これらのサーバー上で基幹業務系ワークロードが実行可能になったからである。現

在のところ x86サーバーは、主流のサーバーアーキテクチャとなっており、サーバー全体の売上

高に占める割合は、2003年時点で 41.5％にすぎなかったものの、2013年には 76.1％を占めるまで

になった。 

デルは現在、同社にとって最も先進的なシステムラインナップとなる次世代 PowerEdgeサーバー

を投入しており、ラック、タワー、コンバージドシステム（ブレードなど）を包括的に取り揃え

ている。デルは x86サーバー市場の牽引役を担い続けており、この十年間で最も市場シェアを伸

ばしてきた企業の一社である。たとえば、サーバー全体の売上高で見た場合、2003年に 9.0％であ

ったデルのシェアは、2013年に 16.7％にまで上昇した。この x86サーバー市場では、デルが売上

額および出荷台数の両方で第 2位のグローバルベンダーとなっている。このような確固たる実績

を足がかりに革新を続けてきたデルは、アプリケーション性能の最適化と管理業務の簡素化を図

る、活用範囲の広い新サーバーを提供している。 

ワークロードの加速 

ワークロードの進化を受け、サーバーのローカルストレージも、メモリー／演算能力に匹敵する

性能がこれまで以上に求められるようになった。そんなニーズを満たすべく設計されたのが、デ

ルの次世代 PowerEdgeシステムである。デルの最新システムは、幅広い内蔵ストレージ構成に対

応しているので、ワークロード固有のニーズに合致させることができる。たとえば、最も過酷な

I/O集中型アプリケーションにはオールフラッシュ構成を、また、その他のエンタープライズア

プリケーションにはソリッドステートドライブ（SSD）とハードドライブ（HDD）を組み合わせ

たハイブリッド構成を選択できる。 

これまでの経緯を振り返ると、プロセッサーとメモリーテクノロジーは「18か月ごとに性能が倍

増する」としたムーアの法則に則って性能を加速し続けてきた。しかし、ストレージテクノロジ

ーには、この件が必ずしも当てはまらない。もっと正確に言うと、容量は着実に増えており、よ

り大容量のデータを保存できるようになったが、ストレージへのアクセス速度が追い付いていな

いのである。そこで最新世代の PowerEdge では、アプリケーション全体の性能を向上させるため、

内蔵ストレージの設計を特に重視した。 

 ソリッドステートドライブとフラッシュストレージ：デルは、フラッシュをストレージテ

クノロジーに利用する革新技術を通して、ハイコストであったニッチソリューションの裾

野を広げている。デルは 1.8インチ SSDと PowerEdge Express Flash NVMe PCIe SSDを採用

することで、IOPS重視のアプリケーション向けに、高密度なフラッシュストレージ最適

化サーバープラットフォームを提供できる。たとえば、Dell PowerEdge R630は、わずか

1Uのスペースに最大 24台の 1.8インチ SSDをサポートでき、I/Oボトルネックを削減す

る。これは、容量確保といった観点では別途バックエンドストレージを利用できる、

OLTPや意思決定支援ワークロードにおいて優れた選択肢となる。 

 ハイブリッドストレージとティアリング（階層化）：デルは、サーバーシステム内部でデ

ータ階層を形成できるようにするため、従来型のハードドライブにフラッシュストレージ

を組み合わせた SSD/HDDハイブリッド構成を提供しており、サーバー内蔵ストレージの

階層化が可能である。このアーキテクチャなら、アプリケーションは、アクセスパターン
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と性能要件に応じて、適切なデータを適切な階層に効率良く配置できる。最も頻繁に使用

されるデータは、高速アクセス可能な SSDに格納できるため、データベースアプリケー

ションや電子メールデプロイメントの性能が向上する。たとえば、新しい PowerEdge 

R730xdは、18台の 1.8インチ SSDと 8台の 3.5インチ HDDを組み合わせた構成をサポー

トしており、外付けストレージなしでも中規模データベースなどのワークロードを容易に

実行できるため、外部ストレージアレイに費やす設備投資を節約できる。 

 ソフトウェアデファインドストレージ（SDS）：数年前、コンピューター界に瞬く間に広

がった仮想化の流れは、今や、ストレージ領域にまで影響を及ぼしつつある。各種のスト

レージテクノロジーを活用するため、顧客はこれまで以上に仮想化の採用に目を向けるよ

うになった。PowerEdgeサーバーは、VMware VSAN、Microsoft Storage Spaces、OpenStack 

Cephなどのソフトウェアデファインドストレージソリューションと組み合わせて、サー

バー内に仮想化ストレージプールを構築できるので、PowerEdgeプラットフォームがホス

トする複数のアプリケーションに効率良く対応できる。 

管理の効率化 

包括的なシステム管理ソリューションを提供する Dell OpenManageポートフォリオによって、IT

部門は、仮想、物理、ローカル、リモート環境内の Dell PowerEdgeサーバーを効率良く管理でき

る。デプロイメントおよびメンテナンス作業は自動化されることによって、ITの運用効率が高ま

る。OpenManageシステム管理機能には、PowerEdgeサーバーやエンタープライズクラスの他社製

ハードウェアを効果的に監視、管理できる柔軟性、自動化機能、アクセス能力が備わっている。

さらに、すべてのデルのサーバーシステムには、iDRAC（integrated Dell Remote Access Controller）

が組み込まれているため、システムのデプロイメントおよびファームウェアのアップデートがよ

りいっそう自動化され、簡素化される。 

 いつでも、どこからでも管理：デルは、どこからでも効率的にサーバーを管理できるよう、

システム管理機能を強化した。システム管理者は、新しい OpenManage Mobileを利用する

ことで、スマートデバイスからシステムにアクセスでき、ヘルス状態や性能をモニタリン

グできる。IT管理者は指先一つで必要なツールを操作し、システムの構成やエラーのト

ラブルシューティングが行えるため、IT環境の管理に時間の余裕と柔軟性が生まれる。 

 ローカル管理の強化：2つの新しい iDRACオプションが、システム構成とトラブルシュー

ティングをさらに容易にする。まず、iDRAC Quick Syncは、独自の NFC（近距離無線通

信）対応ベゼルを介して、特定のプラットフォームとハンドヘルドスマートデバイス間に

システムの稼働状態に関する情報を安全、迅速に提供する。また、iDRAC Directは、一般

的な USBサムドライブや直接接続したラップトップを通してプロファイルを提供できる

ので、構成作業がスピードアップする。 

 新しいレベルのオートメーション：iDRACは、手動での作業を排除できるので、エラー

の入り込む余地が少なくなり、本番稼働までの時間が短縮される。ポリシーベースのプロ

ファイルと iDRACの Auto Configuration（自動構成）機能を活用すれば、リモートプロビ

ジョニングの自動化が可能である。新しいシステムを単にネットワークに接続し、電源を

入れるだけで、システム管理者が事前設定した構成プロファイルの指定通りに、iDRAC 

Auto Update（自動アップデート）機能が設定とファームウェアアップデートを適用する。

さらに、IT管理者がマスタープロファイルを変更すれば、希望通りのシステム設定を、

接続した全サーバーに反映させることができる。 

 管理の柔軟性：デルは管理において「オープン」戦略を貫いているため、顧客は自社イン

フラストラクチャの管理に好みのツールを選択できる。Dell OpenManageは、VMware 

vCenterや Microsoft System Centerなどのサードパーティ製管理ツールに統合可能である。

さらに、新しい PowerEdge FX などのインフラストラクチャプラットフォームは、サーバ

ーの管理オプションも提供しており、従来通りのラックサーバーとして標準のサーバー管

理プロセスに組み込むことも、また、シャーシレベルでブレードのように扱うこともでき

る。 
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 テンプレートベースのインフラストラクチャ：PowerEdgeサーバーは、ITサービスの提供

をさらに加速および簡素化するため、Dell Active System Manager（ASM）からも管理できる

ようになっている。ASMを通してサービステンプレートを使用すれば、システムの高速

プロビジョニングが可能になり、他のサーバーに対して抽象化できる構成も活用可能であ

る。 

用途の広いプラットフォーム 

ほとんどのエンタープライズが異機種混在環境で多種多様なワークロードを運用していることか

ら、たった一種類のサーバーフォームファクターや構成だけで、すべての環境とアプリケーショ

ンに適切に対応することは不可能であると IDCは考える。その点、デルには、大規模な Web導入

から、基幹系エンタープライズアプリケーション、リモートブランドデプロイメントに至るまで、

顧客固有のアプリケーションニーズを満たせる多種多

様なシステムポートフォリオが揃っている。 

 モジュラー型：デルのモジュラー型システム

は設計、コストのかさむオーバープロビジョ

ニングを避けながら、現行ワークロードに最

適なリソースを提供できる。PowerEdgeなら、

大規模なデータセンターから支社オフィスま

で、それぞれの容量ニーズにピタリと合うよ

う設計されたサーバーが見付かる。IT組織は

ビジネスニーズの高まりに合わせてシステム

を増設できるため、最適な状態を保つことが

できる。PowerEdge Mシリーズブレード、

VRTX、FXなどの PowerEdgeコンバージドイ

ンフラストラクチャサーバーは、容易に拡張

できる上、同じ密度、電源、冷却を共有する

筐体内で数世代に渡るテクノロジーを共存さ

せることも可能である。 

 テーラーメイド：豊富なオプションを提供す

るデルのシステムは、顧客固有のニーズに合

わせてサーバーをカスタマイズできる。たと

えば、仮想化やクラウド環境には、演算およ

びメモリー重視の設計を選択できるし、超高

密度なローカル SSD ストレージオプションは、

データ分析アプリケーションに適しており、

また、ハイブリッド SSD/HDD ストレージは、

性能と容量のバランスを取ったローカルデー

タ階層を形成可能である。さらに特筆すべき

は、共通プラットフォームを提供する FXイン

フラストラクチャが、個々のアプリケーショ

ンに応じて、演算およびストレージノードを

きめ細かくカスタマイズできることである。

同じエンクロージャから、Webホスティング

用に最大 16台のマイクロサーバーを提供することも、また、ビッグデータ分析用に 4台

のパフォーマンス 2Sサーバーと 32台のフラッシュドライブを提供することもできる。 

 管理能力：IT管理の複雑さを考えると、顧客は、管理ツール数をこれ以上増やさず、使

い慣れているコンソールを使い続けたいと思っている。そこでデルは、エージェントフリ

ーの管理機能を統合し、時間のかかる日常業務を自動化することで、システム管理をシン

プルにするアプローチを採用した。顧客は、既存環境を Dell OpenManage Essentials管理コ

ンソールに統合することも、また、顧客のニーズにベストマッチするサードパーティ製コ

ンソールに統合することもできる。 

Dell PowerEdge ポートフォリオ 

ラックサーバー：ラック用に最適化されたサー

バーを包括的に取り揃え、柔軟に構成可能  

（1、2、4ソケット） 

 手頃な価格のエントリーレベル 

オプション 

 仮想化およびデータ分析ワークロード 

向けに最適化された、アドバンスド 

オプション 

 クラウドやビッグデータ用に動的な 

インフラストラクチャを構築できる 

プレミアムモデル 

コンバージド（統合）インフラストラクチャ：

サーバー、ストレージ、ネットワーキング、管

理を統合したシステムで IT 運用をシンプルに 

 PowerEdge VRTX：リモートおよび 

小規模オフィスにフル機能を提供でき

る、コンバージドITプラットフォーム 

 PowerEdge Mシリーズブレード： 

中央管理に対応する高密度モジュラー 

ソリューション 

 PowerEdge FX：1つのシステムで演算 

およびストレージノードを柔軟に構成

でき、Webホスティングからデータベ

ースまで幅広いアプリケーションをサ

ポート 

タワー型サーバー：エントリーレベルからアド

バンスドレベルまで対応できる縦置きサーバ

ー。リモートオフィスや中規模組織にエンター

プライズレベルの性能を提供  
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今日の ITはさまざまな課題に直面しており、ITインフラへの要求は刻々と変わっていくため、こ

れに柔軟に対応できるデル独自の PowerEdge FXアーキテクチャは、性能と予算を犠牲にすること

なく、アプリケーションのスケーラビリティと俊敏性を確保できる画期的な設計である。電源、

冷却、管理、PCI接続を共有する FX2エンクロージャは、多種多様にカスタマイズできるため、

最適なアプリケーション性能を引き出すことができる。演算およびストレージノードオプション

をさまざまに組み合わせた幅広い構成が利用可能となっており、演算集中型ワークロードにも、

演算とストレージのバランスを重視したワークロードにも対応可能である。軽量な Webホスティ

ングから、中核のデータセンターデータベースまで運用できるこの共通プラットフォームを活用

すれば、システムの標準化や ITの簡素化が促せる。また、ケーブル数を削減できる高密度プラッ

トフォームによって導入プロセスも簡素化され、容易に管理できることから ITの効率性も上がる

ため、ひいては、ビジネスにもたらされる価値も高まる。 

サポートサービス 

デルは、IT環境のアセスメント、設計、実装、管理、メンテナンスをシンプルにし、組織におけ

る円滑なプラットフォーム間の移行を支援する、幅広いプロフェッショナルサービスを取り揃え

ている。これらのサービスには、ITコンサルティング、デプロイメント、テクニカルトレーニン

グ、サポートなどがある。 

「IT管理者の日常業務をシンプルにし、問題をプロアクティブに解決する」という明確な目標を

掲げてきたデルは、基幹系アプリケーションに使用される特定の PowerEdgeサーバー向けに、自

動化サポートソフトウェア「SupportAssist」を無償提供している。Dell OpenManage Essentialsコン

ソールに統合される SupportAssistは、サポートプロセスを円滑にし、システムヘルスを維持し、

ハードウェア障害をより迅速かつ正確に特定できる、自動化されたプロアクティブ機能を提供す

る。 

課題と機会 

 IDCは、IT組織がより多くの価値を生み出すには、テクノロジープロバイダーを単なる

サプライヤーとしてみるのではなく、パートナーとして捉えるべきであると考える。IT

組織は、ビジネスへの価値提供に焦点を移す必要があるが、デルにはそれを可能にするイ

ンテリジェントなサーバープラットフォームがあるため、デルが「フルパワーを有した

ITベンダー」として自社を訴求することは、他社との差別化を図るチャンスとなる。 

 今日の市場の特徴は、顧客により多くの選択肢が与えられていることである。したがって

デルは、今後、従来のベンダーのみならず、クラウドサービスプロバイダーとも市場競争

を繰り広げることになるであろう。これまでサーバーを導入してきた小規模企業でも、今

後は、IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）モデルを選ぶかもしれない。デル

はこれまで、データセンター性能を向上しオフィス環境を使いやすくする PowerEdge 

VRTXの開発や、共通のプラットフォーム上で多様なワークロードに個別対応し、ITの簡

素化とデプロイメントの迅速化を図る PowerEdge FXの開発など、さまざまな技術革新を

遂げてきた。デルは、このようなプラットフォームの革新を今後も継続していく必要があ

る。 

まとめ 

クラウド、モバイル、ソーシャルメディア、ビッグデータなどのトレンドが牽引するサーバー市

場の変革は、勢いを増す一方である。ITサービスはさまざまな面でユビキタス化が進むと予測さ

れており、事業開発から決定戦略、果てはクライアントサービスに至るまで、ビジネスの随所に

ITサービスが浸透していくと思われる。したがって、企業が成功するためには、社内 IT組織が自
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社環境に適切なシステムを導入すること、つまり、アプリケーション性能と運用効率を向上でき

るシステムを導入することが必要不可欠である。 

十年以上に渡り主流のサーバー市場で活躍してきた x86システムは、今や多くの人々が、事実上

の標準システムアーキテクチャとみなしている。確かにこのアーキテクチャには実績があるもの

の、運用効率の悪さや極めて過酷なワークロードに期待通りの性能が発揮できないなど、従来の

課題がいまだに阻害要因となっている。さらに x86サーバービジネスを推進するには、今後、よ

りいっそうの技術革新が必要であると IDCは考える。 

Dell PowerEdgeサーバーポートフォリオは、ストレージ、ネットワーキング、ソフトウェア、エン

ドユーザーソリューションを含む包括的なエンタープライズシステムポートフォリオの基盤とな

っている。デルの最新の革新技術を取り入れたこれらのサーバーシステムは、Web、エンタープ

ライズ、ハイパースケールアプリケーションといった幅広い用途において、さらなる使いやすさ

を提供し、より高い性能を引き出すことができる。 
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